
.  㰢䇗䈱㝢㰢ꄋ榼鱮ײ敯媲
10 月 15日に締め切りを迎えた 2022学年度の

ロータリー米山記念奨学金（学部・修士・博士

／地区奨励）には、指定校 563 校（地区を超え

た指定校の重複含む。前年度 576 校）から 1,298

人(1,427 人)が推薦されました。 

大幅な減少ではないものの、新型コロナウイ

ルスの影響により依然として海外からオンライ

ンで授業を受けている学生が多く、申し込みが

0 人の指定校や、地区が指定した人数に満たな

い推薦者数しか出せない指定校も出てきていま

す。 

被推薦者の国籍・地域は、中国54.2％(55.9％)、

ベトナム 13.8％(11.1％)、韓国 8.8％(8.8％)、

マレーシア3.5％(3.4％)、次いでインドネシア、

ネパールの順となっています。 

課程別の応募状況は、博士課程 20.5％

(20.4％)、修士課程 33.3％(36.6％)、学部課程

43.1％(41.1％)となっており、大学院在籍者の

応募が年々減少傾向にあります。なお、大学以

外の教育機関を対象とする「地区奨励奨学金」

には、9 地区 15 校から計 29 人の応募がありま

した。 

. ך٭ؓصٜٔز٭ف䇶㼖㰢ש
10 月 30 日、第 2750 地区（東京都）米山記念

奨学委員会が「広島バーチャル研修旅行」を開

催し、地区内の米山奨学生ら約 50 人が参加し

ました。 

同地区では毎年、奨学生を対象とする日本文

化体験旅行を実施していますが、今年は新型コ

ロナウイルスの影響を鑑み、オンラインでのツ

アー開催となりました。 

当日は、参加者の自宅に届けられた広島銘菓

を味わいながら折り鶴を折り、プロのガイドに

よる案内のもと、原爆ドーム・平和記念公園・

宮島など、あたかも本当にバスで広島を巡って

いるかのような没入感でした。特に、第 2710 地

区の諏訪昭登パストガバナーの講話は、自身の

被爆体験や戦争の悲惨さ、そして、ロータリー

が提唱する国際理解と世界

平和、さらに、米山記念奨学

事業の意義を語る感動的な

もので、多くの参加者が真剣

に耳を傾けて聞き入りまし

た。 

ツアーを終えた奨学生か

らは、「歴史教育は国によって異なるが、母国を

離れて日本にいる私が歴史を正しく認識・理解

し、友好関係を築くための懸け橋になることが

重要だと感じた」、「帰国したら日本語教師とし

て中国の子どもたちに自分が感じた真の日本

を伝え、海の向こうに世界平和に向けて努力し

ている方々が大勢いることを伝えたい」といっ

た声が寄せられました。 
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.  㳝♀ꄋ鵭㕔 ˓ 眦㸓僖ꝴׇס㳝♀מ䚉链 ˓
10月までの寄付金は前年同期と比べて5.8％

減（普通寄付金:1.2％減、特別寄付金:9.0％減）、

約 3,100 万円の減少となりました。 

依然として前年割れが続いているものの、10

月単月としては、大変多くのご寄付をいただい

た昨年に迫る 1 億 6,300 万円となっており、ご

協力いただいた皆さまに厚く御礼申し上げま

す。例会が再開され、また米山月間ということ

もあり、寄付状況は徐々に好転している様子で

す。今年も残り 2 ヵ月を切りました。今後とも

引き続きご支援賜りますようよろしくお願い

いたします。 

.  㯸כל┉稇מ⹜犻⛮꽦 ˓  ㏐ ˓
第 2770 地区（埼玉県南東部）では 11月 4日、

有志の米山奨学生・学友らがこども園の芋掘り

行事を手伝いました。 

同園では新型コロナウイルスの影響で父母

たちへ行事補助を依頼することができず、先生

方の負担が増えていました。そうした中、米山

奨学生らが畑までの道のりを付き添い、子ども

たちの安全を見守ったり、園児が掘りやすいよ

う畑の土をほぐすなどサポート。 

平日開催のため、参加者数は限られたものの、

奨学生からは「こんなに素晴らしい体験をさせ

ていただいて嬉しい」、「また子どもたちに会い

に行きたい」といった声が寄せられました。ま

た、子どもたちも、「昨日のお芋掘りは楽しかっ

た」、「お兄さんたちと掘ったお芋おいしかった

よ！」と、口々に話していたということです。 

同地区米山記念奨学部門委員長の藤嶋剛史

氏は、「今年もさまざまな行事が中止になるな

か、屋外で開催できる行事を開催できてよかっ

た」とし、今後も感染状況を注視しながら徐々

に交流を再開したいと話しており、来年 1 月に

は初の試みとして、書き初め会を開催予定だと

のことです。 

 
 

       普通寄付⾦ 申告⽤領収書の申請は 11 ⽉末まで︕ 

普通寄付⾦分の確定申告⽤領収証の申請期限は 11 ⽉ 30 ⽇です。当会ホームページのメニュー、 
寄付⾦について →  「普通寄付⾦︓申告⽤領収書の申請はこちら」からお⼿続きください。 

特別寄付⾦については来年 1 ⽉下旬、⾃動的にクラブ経由で送付されますので申請はご不要です。 

 
海 外 ⽶ ⼭ 学 友 会 総 会 情 報  
◆韓国◆ 2021 年 11 ⽉ 20 ⽇（⼟）16:00〜 Zoom にて開催（韓国学友会⽀援⽇本⼈奨学⽣の通訳有） 
◆台湾◆ 2021 年 12 ⽉ 4 ⽇（⼟）17:30〜21:00 ⼤直典華會館仙履奇縁廳 ⼤会参加費 NT＄1,500 

畑主のご厚意で奨学⽣も⼤根掘り ⼦どもたちをサポートする奨学⽣ 
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